
世帯主または世帯主の成年後見人を記入 
※電話番号は日中に連絡のつく番号

該当者について記入

申請者名義の口座を記入 
（申請者と異なる名義の場合は委任状も記入）

朱肉を使う印鑑（申請者名のもの）



【添付書類】 
ケース１　急病など、緊急やむをえない事情で保険が使えなかったとき（保険証を持参できなかったとき） 
①代金の領収書 
②傷病名・診療の内容がわかる明細書 
 
ケース２　コルセットなど治療用装具を作ったとき 
①医師の指示書（証明書） 
　※　保険医が治療用装具の装着を確認した年月日の記載が必要（弾性着衣を除く） 
②代金の領収書及び明細書 
　※　装具の作成に携わった義肢装具士の氏名の記載が必要（弾性着衣を除く） 
③靴型装具を作成した場合、当該装具の写真等（実際に装着する現物であることが確認できるもの） 
 
ケース３　柔道整復師の施術を受けたとき 
①代金の領収書 
②施術の内容がわかる明細書 
 
ケース４　お医者さんの同意を得て、はり・灸・マッサージ師の施術を受けたとき 
①代金の領収書 
②施術の内容がわかる明細書 
③医師の同意書 
 
ケース５　海外で病気やケガにより医療機関で治療を受けたとき 
(注1)　治療目的での渡航は対象になりません。 
(注2)　日本国内で保険適用となっていない医療行為は対象となりません。 
①領収書 
②領収明細書及び診療の内容がわかる明細書 
③上記２点（①、②）の日本語の翻訳文 
④治療を受けた方の旅券（パスポート）（※） 
　※　渡航の事実が確認できる出入国のスタンプが押印されているページと本人情報（旅券番号、顔写真　
　　等）が記載されているページの写しを添付してください。 
　※　旅券で渡航の事実が確認できない場合は、法務省に対する出入国記録の開示請求を行っていただき、
　　出入国に係る証明書をご提出いただきます。 
⑤同意書（別途ダウンロードしてください）（※） 
　※　申請内容について、現地の医療機関等へ確認させていただく場合がありますので、診療を受けた人の
　　同意書をご記入いただきます。


